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＜事例６：斜面肩部の開口亀裂（６）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 崩落に至らない初期段階の亀裂でも、開口していると状態が進行する可能性があ

る。特に、亀裂中へ地表水などが入ると、変状が拡大しやすくなるので、そうした

状況がないか注意深く調べる。 

 顕在化している変状の周辺を良く調査し、亀裂の延長方向で地盤が軟らかくなって

いたり、含水が高くなっていたりしているところがないか確認する。 

 斜面の肩部で亀裂などがあれば、その下方の斜面でも亀裂まで至らないが、地形が

盛り上がったりしていることがあるので、こうした状況も確認する。 
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＜事例７：崩壊地内の湧水跡（７）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 湧水の有無を確認する場合は、水が流れた跡にも注意して斜面を確認する。水が流

れた跡は、侵食されて地表が掘られていたり、写真のように崩壊面に水みちとなっ

た孔が多数分布していたりする。 

 湧水がなくても、周囲に比べ含水が高くなっているような箇所も確認しておく。 
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＜ケース 3：地震により生じた地すべりに対する調査事例＞ 

 

～地震によって生じた地すべり災害の事例～ 

 地震後の災害情報で斜面災害が発生している情報が得られたため、緊急的に該当区域を巡

視した際に確認された斜面災害である。道路の通行等に支障があったことから、現地調査を

行って状況を確認した。 

 

■事前準備 

 災害発生位置の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地すべり発生箇所 
（地理院地図） 

 

 低平な丘陵地で、地形の開析が進んでいる。段丘面には池が点在しており、周辺は田畑と

して利用されている。 

 空中写真等でも確認したが、周辺と比較して地形的な特徴はあまりなかった。 

 

 地震状況の確認 

斜面災害の誘因は地震であり、広域にわたって土砂災害情報が出されている。災害箇所周

辺ではかなり大きな揺れがあったことが確認できる。 

 対象箇所以外にも災害の発生が懸念されたため、周辺の巡視も併せて実施することとし、

状況把握に努めた。 
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推計震度分布図（気象庁） 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2011_03_11_tohoku/201103111446_smap_ks.png） 

 

 現地の地質特性の把握 

対象範囲周辺の地質分布について、産業技術総合研究所地質調査総合センターで公開して

いる「地質情報データベース」にある地質図類をダウンロードし確認した。 

調査地周辺は、火砕流堆積物が分布していた。これまでも、多くの斜面災害がこのような

地層で起こっているので、地質と斜面災害の関連性が示唆される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地周辺の地質分布 
（地質調査総合センター地質図類ダウンロードサイトから） 
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